
 

http://www.tomanokaze.dojin.com/ 

念願の秋田駒登頂                            

 

東北  秋田駒ケ岳（横岳）、貝吹岳 
                             中村、長谷川 
【日時】2012年12月28(金)～31日(火) 

【メンバー】中村(L)、手嶋、長谷川（じ） 

 

 年末年始のスキー山行として、何度も通って

いる乳頭周辺。目ぼしいルートは行きつくして

しまい、重箱の隅をつついても出てこない。車

窓から見て気になっていた仙岩峠周辺の山から、

2本のマイナールートを計画。ロングルートとし

て、秋田駒を岩手県側から入山するルートも考

えてみた。これが貫徹できれば、印象に残る山

行となるだろう。（中村） 

 

1日目：仙岩トンネル岩手県側～仙岩峠～貝吹岳 

 遠い道のりを3人でローテーションしながら、

夜明け前に盛岡直前のPAに着いた。そのまま寝

るかと思いきや、まさかのビールが登場。山行の成功を祈願。 

取り付きは、仙北トンネルの岩手県側入口前にあるチェーン脱着所から。ブナの

疎林が続き、とても歩き易い。帰りの滑りが楽しみになる。しばらく進み一段登り

切ったところで、右手に素晴らしいオープンバーンが見えた。みんな気が付いたよ

うで、下りはあの斜面だと決めた。

仙北峠を経由して貝吹岳までは、標

高1000mにも満たないが、雪山らし

さを感じさせる稜線が続く。 

曇り空ではあったが、山頂からは

田沢湖から秋田駒まで眺めること

ができた。晴れた日ならば、素晴ら

しい展望台になるだろう。登りで見

つけたオープンバーンまで戻り、念

の為ピットを掘った。積雪量自体ま

だ少なく層構造も安定していた。滑

り出しの3～4ターンまでは気持ちの良い深雪を楽しめたが、途中から急にウィンド

クラストに変わる。初日としては良いスタートを切れた。（長谷川） 

 

 
貝吹岳山頂 
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2日目：国見温泉林道～秋田駒ヶ岳（横岳） 

 2日続けての晴天だ。昨日にまして、雲一つない空である。国見温泉への林道分岐

に広場があり、そこに駐車。まずは林道を荒沢橋まで歩く。マイナールートだけあ

ってトレースはない。正面にはこれから行く横岳の東斜面が朝日に照らされオレン

ジ色に輝いており、期待が膨らむ。 

 橋を渡り、最初の小沢から取り付く。雪がまだ少なく、台地に上がるまで少々苦

労した。さらに700mの台地に上がるのにもう一苦労。尾根をトラバース気味に回り

込み尾根に乗ると、台地は目の前だ。 

 700mの台地に乗ってしまえば、あとは徐々に傾斜を増す斜面を延々と登るだけと

なる。後ろを振り返ると、昨日行った貝吹岳が見える。頂上に人工物があるので、

遠くからでも良く分かる。 

 緩やかな斜面にはブナの大木が点在し、目を楽し

ませてくれる。地形図には表れない多数の沢型が入

っているので、下りで沢型にはまらないようにする

にはトレースを忠実に辿るのが無難そうだ。 

標高900mのところで小休止。ここから斜度がだん

だんと急になっていくのと同時に、先ほどまで浅か

った沢型が急激に深くなる。GPSに入力したルートと

のずれがあり、どうやら1つ隣の尾根に乗ってしまっ

たらしい。休憩した900mから進路を若干右に取るべ

きだった。 

地図で確認すると、この尾根は左にカーブしてお

り、山頂を目指すには遠回りになってしまいそうだ。

1000mくらいで再び沢が浅くなるので、そこで本来の

尾根に乗り換える。尾根に乗ったとたん小木が多くなり、藪っぽくなってきた。先

ほどまでの間違えて登っていた対岸の尾根は、相変わらず木が疎らで、その尾根の

上部には大斜面もある。滑るにはあ

ちらのほうが良さそうだ。 

小木地帯が終わると、森林限界を

迎え、やや雪面が硬くなる。右手に

は岩手山が良く見える。高度を上げ

るにつれ、アイスバーンも登場する。

アイゼンを持ってこなかったが、こ

のメンバーなら何とかなると考え、

ガシガシとエッジを雪面に叩きこ

みながら登る。 

やや傾斜が緩むと、横岳山頂が見

 
横岳山頂（後ろは男岳） 

 
山頂まであと少し 
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えてくる。しかし足元は完全なアイスバーンとなる。吹き溜まりを拾いながらの登

りとなる。稜線に出ると、男岳のすばらしい山容が目に入る。実に美しい。 

 13時頃、山頂に到着。男女岳にはスキーヤがいて、シュプールが付いている。ど

うやら秋田側から登ってきたようだ。山頂からは、北には八甲田、南には鳥海や遠

く月山まで見渡せる。東には早池峰も見え、まさに北東北のど真ん中に居る感じだ。 

山頂に着いたときは風が強かったが、記念写真を撮っている間に、弱まってきて、

まさに快晴無風の天候となった。 

 さて滑走である。上部は風紋で凸凹しているので、できるだけフラットな斜面を

拾うようにして滑る。しかし、アイスバーンが出てきて、思いっきりは滑れない。

細心の注意を払いながら高度を落とす。少し高度を落とすと、雪面がやややわらか

くなってきた。これなら目をつけていた隣の尾根までトラバースできそうだ。 

 トラバースが終わる頃、雪がやわらかくなった。真東を向いているので、風が当

たらず、雪が良い状態で保たれているようだ。大斜面は、動画を取りながら滑走す

る。私は最後に滑ったので、一気に

滑走させてもらった。標高差120m、

水平距離240mをわずか30秒で滑走。

「楽しい！！」この一言に尽きる。

この30秒のために6時間も掛けて登

ったわけであるが、その苦労に値す

る会心の滑りであった。 

 その先も疎らな木の間を縫うよう

に滑るツリーランが続く。こちらは

こちらで、なかなか楽しい。途中で

小休止。登りが長く暑かったせいか、

テルモスのお湯がなくなってしまっ

たので、雪を溶かして水を作る。そ

の先も同じようなツリーランとなる。

なかなか登りトレースが出てこない

と思ったら、小さな沢型を挟んで１

つ隣の尾根を滑っていたようだ。溶

岩地形だけあって、地図読みが非常

に難しい。 

700m台地までは、トレースを滑走

した。その先は登りで急だったので、

まともに滑れそうなところは無いかと探してみたが、結局見つからず、台地の最南

端から急な崖を滑る羽目に。最後は、シャリバテになった私の代わりに、じゅんぺ

ぇ君が先導してくれて、林道に出た。林道をそのまま滑り降り、駐車スペースに。 

 
大斜面の滑走（中村） 

 

大斜面の滑走（手嶋） 
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 下山が4時近かったので、結局今夜も乳頭には入らず。（中村） 

 

3日目：国民休暇村～湯森山(中退)、4日目：田沢湖スキー場（ゲレンデ） 

昨日の駒ヶ岳登頂と、すばらしい雪、ルートに大満足して、「雨なら朝から温泉」

と思っていたが、テントから出てみると、曇り空。降っていないなら、とりあえず

出発するしかない。乳頭温泉に移動し、国民休暇村の脇の林道から入山。 

斜面を１つ登りきった辺りで、予報通り小雨が降ってきた。しばらく様子を見な

がら歩いていたが、一向に止む気配はない。そんな中、手嶋さん一言で中退が決定。

雨で濡れた雪を滑る。車にたどり着く頃には、雨は本降りとなる。 

いつものアルパこまくさで、雨で濡れたウエアを乾かしながら温泉に入る。休憩

所で昼寝をするも、雨は止まず。この雨の中テント泊をする気にはなれず、ネット

で探し、温泉宿とした。このメンバーだったので、夜の宴は、滑走技術論に花を咲

かせたことは言うまでもない。 

最終日は、いつもの田沢湖スキー場。今年は雪が多いためか、黒森山のコースが

オープンしており、モナカ滑走トレーニングに励んだ。（中村） 

 

 
男岳のエキストリームスロープ（滑った訳ではないが、魅了される斜面だ） 
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【地形図】国見温泉、秋田駒ヶ岳 

【行程】 

1日目：トンネル脇駐車スペース(10:00、580m)～仙岩峠(11:50)～貝吹岳(12:30/50、

992.4m)～駐車スペース(14:10) 

2日目：林道分岐駐車スペース(7:10、450m)～荒沢橋(7:40)～700の台地(8:50)～横

岳山頂(12:50/13:25、1582.7m)～700m台地の先端(14:40)～林道出合(15:15)～駐車

スペース(15:40) 

 

 

 

 

 

 

 

 


